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大桑村教育委員会６月定例会 会議録 

 

開催日時  令和６年６月 18日（火）午前９時 25分から午前 10時 28分まで 

 

開催場所  特別会議室 

 

出 席 者  教  育  長 野知里 浩寿  教育長職務代理者 白木  正 

      教 育 委 員 水口 泰治   教 育 委 員 松尾 輝明 

      教 育 委 員 尾上 友理   教 育 次 長 輿野  敦 

           

傍 聴 者  なし 

 

会議日程 

１．開会 

 

２．挨拶 

 

３．報告 

・５/20（月）村歓送迎会 

・５/21（火）木曽郡町村教育委員会連絡協議会 

・５/25（土）小学校運動会 

・５/30（木）主幹指導主事学校訪問 

・５/31（金）関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会（古河市：欠） 

・６/７（金）木曽郡町村教育委員会連絡協議会総会 

・６/13（木）第１回オオクワガタ CS委員会 

・６/13（木）、14（金）大桑村議会６月定例会 

 

４．議題 

１）就学援助費の認定について 

     

２）県教育委員会及び市町村教育委員会相互の連絡調整について 

   令和６年６月７日（金）14：30～ 南木曽会館 

   

３）後援について 

 ・長野県特別支援教育研究連盟総会及び研究協議会 塩筑木曽大会 

 ・歴史講座「木曽の満州移民」 

 

４）その他 
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５．今後の日程について 

  ・７/５（金）県町村教育長会研修総会（高山村） 

・７/７（日）分館対抗スポーツ大会（村体：モルック） 

・７/８（月）村教育支援委員会 

・７/24（水）県教育委員会との懇談会（松本合庁） 

・７/23（火）～８/21（水）小学校夏期休業 

・７/23（火）～８/22（木）中学校夏期休業 

・７/29（月）～８/19（月）保育園希望保育 

・８/２（金）オオクワガタ CS情報交換会 

 

６．小学校授業参観 

 

７．次回教育委員会開催日時 令和６年７月 18日（木）9：30～  

 

８．閉 会 

 

教育長   少し早いですが皆さんお揃いですので、６月の定例会を始めたいと

思います。６月も後半に入りましたが、今日は雨ということで、お昼

にかけて大雨の予報になっていますが、先週末は、連日 30度超えとい

うことで暑い日が続いております。猛暑、大雨等々地球温暖化の影響

が懸念されるところでありますけれど、今年はまだ梅雨入り宣言が関

東甲信以北はされていないということで、今後の異常気象における自

然災害が大変心配されるところであります。梅雨入りが遅いからとい

って、梅雨明けがその分延びるということではないようなので、短期

集中で雨が降られると困ると思います。事前の備えを徹底したいと思

います。今日は、小学校の参観もありますので、よろしくお願いいた

します。それでは、次第に沿って進めて行きますよろしくお願いしま

す。 

 

教育長   報告の関係ですが、５月の定例会以降の報告です。。 

・５/20（月）村歓送迎会 

・５/21（火）木曽郡町村教育委員会連絡協議会 

・５/25（土）小学校運動会 

・５/30（木）主幹指導主事学校訪問 

・５/31（金）関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会（古河市：欠） 

・６/７（金）木曽郡町村教育委員会連絡協議会総会 

・６/13（木）第１回オオクワガタ CS委員会 

・６/13（木）、14（金）大桑村議会６月定例会 

６月定例会では、補正予算で、地方創生臨時交付金による定額減税の
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不足給付金の追加が主です。教育関係では、小・中学校のタブレッ

トの故障、修理、買い替え等の予算が計上されています。報告の関

係以上ですが、みなさんから何かあればお願いします。 

 

水口委員   タブレットの関係ですが、バッテリーが消耗品のようで、何年も使

えるものでなくて買い替えを一度にしなければならないため、町村が

大きな予算がかかってしまうと聞いたが、村はどうなっているか。 

 

教育長    耐用年数は５年でみております。国は、５年経過したごとに補助制

度を充てることになっていますので、来年度、更新の予定で、それに

ついては補助金があるということです。他よろしいですか。 

 

白木委員   タブレットは、大桑の子供たちは恵まれていて、全国では、まだ個

人に１台行きわたっていない学校もある。それが５年ごとに更新とい

うことだと、それぞれの自治体でお金が大変なことですよね。 

 

教育長    導入の時は補助金や、コロナの交付金もあったので一斉にそろえる

ことができましたが、県内でも全校に行きわたっていない学校もある

ようです。後よろしいですか。 

 

全委員    意見等なし。 

 

教育長    それでは、議題に入ります。（１）就学援助費の認定について、次

長から説明します。 

 

次 長    お手元に算定資料をお配りしてあります。例年、学校を通じて申請

書を配布しております。今年度は、5/20 付で申請の書類について、

各家庭へお配りしました。小・中学校に申請書類が上がってきたのが

小学校で５件、中学校で２件です。今年度から、規定の改正がされて、

需用費の算定と所得の算定が変わってきました。所得の算定に寡婦控

除が加わり、需要額の算定では、母子加算の追加と需用費の額が上が

っており、認定の幅が広がっております。今回、新しい基準額に沿っ

て計算しました。それぞれ申請をいただいて所得等の確認をしまして、

それぞれ算定した結果がお手元の認定資料となります。今年度新規の

家庭はありません。申請のあった７件とも該当になりますのでご審議

をお願いします。 

 

教育長    今、説明がありましたが、何か質問があればお願いします。 
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全委員    意見等なし。 

 

教育長    ないようでしたら、小学校５件、中学校２件について承認というこ

とでお願いします。 

 

教育長    （２）県教育委員会及び市町村教育委員会相互の連絡調整について、

資料付けてありますが、教職員の人事の関係で例年とおり県教委と連

絡事項を取り交わし、覚書によって人事を進めていくということであ

ります。例年変わりはありませんが、資料をみていただいて、質問等

あればお願いします。 

 

全委員    質問等なし。 

 

教育長    特に問題はないと思いますが、承認いただければ本日付で取り交わ

しの締結をしたいと思いますが、承認でよろしいでしょうか。 

 

全委員    異議なし。 

 

教育長    承認ということでお願いします。続いて（３）後援についてですが、

今回、２件の申請が上がってきております。一つ目ですが、長野県特

別支援教育研究連盟総会及び研究協議会 塩筑木曽大会ということ

です。申請者は、東筑摩郡麻績村の臼井理事長からです。日時は、令

和６年度８月５日（月）12：30～ 場所は、麻績村地域交流センター、

麻績小学校ということです。中身については、特別支援教育に係わる

先生及び関係者を対象に総会と研究協議会を行いたいというもので

あります。中身は、講演会でありますが、信大教育学部非常勤講師、

県のスクールカウンセラーの岸田先生による講演と、五つに分かれて

分科会を行うというものです。内容については以上でありますが、後

援については、各関係する自治体及び県教委、信濃教育会ということ

で後援がされるようです。何か質問があればお願いします。 

 

全委員    意見等なし。 

 

教育長    よろしいですか。承認ということでお願いします。もう一点ですが

歴史講座「木曽の満州移民」について、申請者は、公益財団法人八十

二文化財団の常任理事からの申請です。講座の名前など仮題というこ

とですが、「木曽の満州移民」ということで進めているということで

す。日時が 11月 23日（土）13：30～15：30 場所は、木曽町の文化

交流センターということです。内容については、歴史講座で、講師は
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筑波大学名誉教授、信濃史学会会員の伊藤先生です。内容は、南木曽

町、当時の読書村の満州移民の実像・実態を過去の歴史資料に基づき

解説しながら満州開拓の歴史とその果たした役割を検証しますとい

うことです。内容についてはそんなところです。郡下の教育委員会へ

それぞれ申請されており、それぞれ後援を承認すると聞いております。

質問等あればお願いします。 

 

全委員    質問等なし。 

 

教育長    特に問題ないということであれば後援ということで承認お願いし

ます。続いて（４）その他ですが、中学校の部活の地域移行について、

各町村で進めているところですが、村でも先月検討委員会を立ち上げ

まして、関係する人に委員をお願いして検討を始めたところで、年度

内には方向性を決定していきたいということです。国は、今年度中に

方向性をということですが、長野県は、もう１年先まで猶予するとい

うことなので、村としては、今年度中に何とか方向性を出していきた

いと思います。 

 

次 長    県の指針は、令和８年３月までに休日の部活は地域移行してくださ

いということなので、その説明を第１回目でさせていただいて、今後

どうなっていくかということかと思います。委員には、社体のコーチ、

体協の該当する部長、部活の保護者会の代表と PTA 会長、中学校の

部活担当の先生と校長、教頭、体協の部長で構成しています。 

 

水口委員   いくつくらいのスポーツを考えているか。 

 

次  長   基本的には、今ある部活を継続できる形で、土日に教員が加わらな

い形をとってくださいということですが、教員が指導したい場合は、

地域の指導者として登録してもらう形です。土日の部活が必要か、平

日の夜も可能ではないかとかいろいろな意見はありました。 

 

水口委員   土日は大会とかが多いのではないか。 

 

次  長   大会は、土日がほとんどです。通常部活は、男女バレー、男子バス

ケ、吹奏楽が活動している。陸上部、相撲部は大会時のみの活動です

が、指導者に入ってもらっている。 

 

尾上委員   現状は、学校の先生たちが、土日もやっているのか、社体のコーチ

もかかわっているのか。 
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次  長   両方あると思います。部活に携わっている先生は、村採用の職員が

多く、５月は大会等による休日出勤も多いようです。コーチの話では、

土日に仕事があると参加できないといった話もあり、村としてどうい

う形が一番いいのか難しいところです。 

 

松尾委員   検討委員会で検討されていくことなので見守っていくしかないと

思いますが、実態として子供の数が減っていて、学校単独でチームが

成立しなくなる時期が将来的に来る。まだ、やりたい部活を一つの中

学校単位でやれる見通しはしばらくは大丈夫なのですか。 

 

次  長   男子バスケは１年生が少ない状況です。 

 

松尾委員   合同部活とか、近隣ではやっている実態もあり、まだまだ単独でで

きればいいと思うんですが。 

 

次  長   サッカーは２人南木曽中との合同部活に参加していますので、南部

の町村での合同部活も視野に入れていかないと今の部活の維持は難

しくなる。吹奏楽は上松中と合同で行っている。 

 

松尾委員   いちばんは、子どもたちがやりたい部活動に入れて、思い切り活動

できるのがありがたいかなと思うので、将来を見越して、やりたい部

活を子どもたちができる体制を一緒に考えてもらえるとありがたい

かなと思います。子どもの人数と指導者の数、田舎へ行けば行くほど

指導者の数は、困ることだと思うので広域的に出来ると。実際に吹奏

楽なんかは連携しながらやっているのでそんな方法で、さらにその先

問題になってくる輸送とか試行していくのも大事なのかなと思いま

すけど。将来的に木曽の子ども達は、例えば、サッカーやるなら上松

に集まってやるとか、休日ならそういったことも学校を替わらずにで

きれば一番いい気もします。木曽は広いので移動が問題ですかね。 

 

教育長    移動が課題になってくると思います。 

 

白木委員   今、中学校の生徒で部活に入っている生徒は何パーセントくらいな

んですか。 

 

次  長   部活に入っていない生徒は 10人ほどいるようです。 

 

白木委員   例えば、女子バスケがない、バスケットをやりたいんだけどないか

らほかのスポーツをやる、あるいは入らないという生徒たちが他の学
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校にもいっぱいいると思うんですよ。これからの木曽を考えた時に各

学校が単独で部活を成立させることは難しいと思います。郡として例

えば少年野球があるじゃないですか、あのような形ができるのが望ま

しいと思うんですよ。各校で考えてしまうと、これから運動する子ど

もたちは少なくなってしまうどうしても郡全体で考えていくことが

大事になってくる。親御さんが他の子どもさんを乗せて練習に行くと

か、そうした場合に事故が起こった場合にだれが責任を取るのか、例

えば保護者が運転して事故を起こしたらその保護者に責任取らせる

ことは絶対できないと思うんですよ。そういうことを考えていったら

大桑村はよくバスを出しているが、そういうことも郡で考えていく必

要もある。将来の部活の姿を考えていかないと厳しいかなと、子ども

達のために何がいいのかを考えていかないといけないと思いますね。

しかも、中体連の上の大会がなくなりますから。子どもたちに対して

スポーツを通して直結していくと思うんです。大桑の生徒数はそんな

に変わっていかないが、４つの部活を存続していくには広い範囲で考

えないと、木曽郡全体で考えていくことはまだないですよね。 

 

教育長    まだないですよね。それぞれの町村で対応しておりますが。 

 

白木委員   全体で考えていかないと。 

 

松尾委員   移送とかにも公的な支援が入ると、どういう方向になるかわからな

いが、考えていく大事な問題かと思います。大桑に陸上教室がありま

すよね、競技スポーツで１位を取るのではなく、走るのが好きで将来

にわたってやりたいという。大桑村は都道府県対抗駅伝の優勝監督を

生んだ村とか、上の人たちもいるし、それを支える走ることが好きな

集団てすごいなと、小学校の PTA会長さんも陸上をずっとやっていて、

仕事をやっていてもこの後早く走りたいなと楽しみにしている、走る

ことが好きで大人になってもやっている、バレーやバスケでも昔部活

やっていた人が今、指導者をやっていると思うんです。勝利至上主義

でなくて、大人になってもやりたいスポーツも地道に育っていってい

るそういうことも大事にしたいなと思いました。他のスポーツでもそ

ういう子たちが育っていると思うんですが、勝利至上主義だけになっ

てしまうといろんな問題が、社会人コーチ、教員も追い詰められて勝

たなければという意識が強すぎるとまた別の問題が出てくるので、そ

んなことも折り合いをつけながらやれるといいなと思います。 

 

教育長    部活の関係はよろしいですか。そのほかの皆さんからあればお願い

します。 
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教育長   今後の日程ということですが 

・７/５（金）県町村教育長会研修総会（高山村） 

・７/７（日）分館対抗スポーツ大会（村体：モルック） 

・７/８（月）村教育支援委員会 

・７/24（水）県教育委員会との懇談会（松本合庁） 

・７/23（火）～８/21（水）小学校夏季休業 

・７/23（火）～８/22（木）中学校夏季休業 

・７/29（月）～８/19（月）保育園希望保育 

・８/２（金）オオクワガタ CS情報交換会 

 

 今後の予定、皆さんから何かあればお願いします。 

 

全委員    特になし。 

 

教育長    予定した議題は、以上となります。 

 

 

         


